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高校野球部の動機づけ雰囲気にチームメイトが及ぼす影響

平間康允 1）　佐川正人 2）

The influence of teammate to motivational climate in high school baseball team

Kosuke Hirama 1） and Masato Sagawa 2）

Abstract

The purpose of this study is to examine influence of teammates on motivational climate of high school baseball 

teams, to find relationship between motivational climate patterns and teammates factors, and to contribute to improve 

teamwork and motivation of team members. The study was done on 389 high school players (age of 16.31 ±0.76 years 

old) belonging to the four high school baseball teams in Japan. The research was carried out to ask each baseball team to 

fill out a questionnaire that I had made for the study. The contents in the questionnaire were based on their individual 

profile, such as ages, gender, and so on, and some questions to measure motivational climate of the team and to 

understand the interaction among the teammates, and to clarify how deeply the individuals were affected by his 

teammates. From the research, I found the following results: In case some players in the teams show some players who 

are physically gifted don’t feel the need to practice, this negative factors often influence strongly the players’ 

performance climate. There is a possibility that promote the improvement of competitive levels by intra-team 

competition progress. To enhance the teammates unity helps teams improve their mastery climate and competition 

results.
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．はじめに

近年のスポーツにおける動機づけに関する研究は，

動機づけを個人の問題としてだけではなく，集団とし

てとらえる動機づけ雰囲気に注目が集まるようになっ

てきた．実際，スポーツ選手の多くは運動部やチーム

といった集団に属し，その活動の中で指導者やチーム

メイトとの相互作用を通して多くの影響を受けている．

動機づけ雰囲気とは，スポーツ活動のような達成場面

における達成目標の傾向である目標志向性の概念を個

人から集団へと拡大したもので，Ames and Archer

（1988） は 「クラスやチームといった集団の持つ達成目

標に関連する雰囲気」と定義している．本研究におい

ても同様に，個人が所属する集団全体の目標志向性の

傾向によって形成される雰囲気を動機づけ雰囲気とと

らえ，様々な検討を試みる．ところで，目標志向性は，

能力の向上や新しいスキルの獲得に関心があり，練習

や努力を重視し，その結果として納得のいく達成結果

を目指す熟達目標を持つ熟達志向と，自分の有能さを

誇示し高い評価を得ることに関心があり，努力よりも

才能に価値を置き，他者との相対的な比較の上での高

い達成を目指す成績目標を持つ成績志向の 2種類に大

別される （伊藤，1996）．これら 2つの目標志向性につ

いてDuda and Nicholls （1992） は，熟達志向のアスリー

トはスポーツマンシップに対し好意的な態度を示し，

成功を努力に帰属する信念を持つなどといった，ス

ポーツにとって好ましい動機づけや行動を導くという

熟達志向の重要性を示している．そして，動機づけ雰

囲気についても同様に，その集団の達成目標を “熟達

志向的である” と認知する熟達雰囲気と，“成績志向的

である” と認知する成績雰囲気の 2つが想定されてお

り，測定尺度を開発したSeifriz et al. （1992） やWalling 
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et al. （1993） によって，チームの雰囲気を熟達志向的で

あると認知する選手は内発的動機づけやチームの一員

であることの満足感が高いことが明らかにされている．

運動部活動集団の動機づけ雰囲気に影響を与えるの

は主に指導者であることから，これまでの動機づけ雰

囲気に関する研究は，指導方略や評価方法などへの指

摘といった指導者に関するもの （Theeboom et al., 

1995） を中心に進められてきた．しかしながら，チー

ムメイトとの関係が選手に及ぼす影響の大きさや多様

さが明らかになる （Weiss and Duncan., 1992; Smith., 

2003） とともに，チームメイトによって作り出される

動機づけ雰囲気についても検討がされ始めた．その中

でVazou et al. （2005） やBrustad et al. （2001），Carr et 

al. （2000） は，指導者とチームメイトの両方が若いス

ポーツ選手の動機づけの鍵を握る存在になり，それぞ

れの動機づけ雰囲気への影響を識別することの重要性

を訴え，Digelidis et al. （2003） やDuda and Nicholls

（1992） は，体育授業や青少年スポーツにおけるメン

バー同士のチームワーク （相互協力やコミュニケー

ション） は熟達雰囲気を高める潜在変数の 1つである

としている．我が国においても，藤田・松永 （2009）

が，チームメイトの行動を選手がどのように感じてい

るのかを測定する「仲間による動機づけ雰囲気」に注

目しているが，動機づけ雰囲気に関するチームメイト

の影響およびチームワークとの関連についての研究

は，まだそれほど多くない．そこで平間 （2012） は，

チームワークやチームメイトの影響を受けやすいス

ポーツ （阿江ほか，1993；徳永ほか，2000） の代表とし

て野球に注目し，部員主導での活動が多い大学野球部

を対象に，チームの動機づけ雰囲気に対しチームメイ

トが与える影響について検討した．その結果，互いに

友好的な関係を築けずチームメイトから否定的な態度

を受けると認知したり，練習よりも成績を優先したり

する選手が多い場合は成績雰囲気が強まること，チー

ムに連帯感や一体感がありチームメイトから手助けや

上達の支援があると認知する選手が多い場合は熟達雰

囲気が強まることが明らかとなった．こうして，大学

野球部における動機づけ雰囲気とチームメイトやチー

ムワークとの関係が見えてくる一方で，次なる関心は

高校野球部へと向けられる．それは，中高生を対象に

チームメイトによって形成される動機づけ雰囲気を測

定したVazou et al. （2005） が，他の年代や環境との違

いを検討することを以後の課題として挙げたことや，

高校から大学への進学に際し，多くの選手が環境や人

間関係の急変を余儀なくされること （土屋・中込，

1998），また，仲間による動機づけ雰囲気の影響やチー

ムメイトとの関係性のとらえ方などに校種間 （中高生

や大学生など） の違いが示されていること （藤田，

2010） などから，高校野球部と大学野球部との間で

も，動機づけ雰囲気に対するチームメイトの影響に関

する異なった特徴がみられると予測したためである．

したがって，本研究では，高校野球部の動機づけ雰

囲気に対しチームメイトが与える影響について検討

し，選手がチームメイト同士の交流の様子やチームメ

イトの行動をどのように認識しているかなどについて

前報 （平間，2012） の結果との違いも考察すること

で，動機づけ雰囲気のパターンとチームメイト要因と

の関連についてより深い知見を得て，チームコーチン

グの発展に資することを目的とした．

．方　法

１．調査対象者

調査対象者 （以下，選手） は，北海道内の高校 9校お

よび本州の高校7校の硬式野球部に所属している男子

野球部員 （以下，選手），とし，回答を得た389名 （平

均年齢16.31±0.76歳） を分析対象とした． 

２．調査期間

2014年 5月－8月

３．調査方法

各選手に，本研究の趣旨を口頭および文書で説明し

た後，調査用紙を配布し回答を求めた．その後，験者

が直接回収した．また験者が直接実施できない場合

は，各野球部代表者 （顧問教諭） に調査方法を口頭お

よび文書で説明し，実施の際には同一内容を代表者か

ら各選手に説明した上で，部活動時に回答時間を設け

て記入してもらうよう依頼した．いずれの場合も選手

から研究参加の同意を得た上で実施し，回収は後日，

代表者から直接受け取る，または郵送によって完了し

た （回収率95.4％）．

４．調査内容

１）個人プロフィール

選手の性別，年齢，学年，所属運動部，競技 （野球）

経験年数，競技レベル （大会参加経験） に関するフェ

イスシートを設定した．

２）動機づけ雰囲気に関する質問項目

選手の所属する野球部の動機づけ雰囲気に対する認
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ムメイトはあなたがミスしたときはげましてれる」，

「チームメイトはあなたが落ち込むような発言をする」

など計20項目で構成された．調査の実施に際して

は，「部活動での，あなたとチームメイトの関係につ

いて，以下の項目がどれくらいあてはまりますか？」

と尋ね，回答は 2） と同様の内容の 6件法で求めた．

５．統計分析

１）  野球部の動機づけ雰囲気とチームメイト同士の関

係，選手個人に対するチームメイトの振る舞い

動機づけ雰囲気に関する質問項目の回答結果をもと

に，Seifriz et al. （1992） や伊藤 （1997），平間 （2012） が

想定したものと同様の 2つの動機づけ雰囲気因子 （熟

達，成績）を抽出するために因子分析を行った．

チームメイト同士の関係に関する質問項目の回答結

果をもとに，選手の所属する野球部におけるチームメ

イト同士の相互関係を表す因子を抽出するために因子

分析を行った． 

選手個人に対するチームメイトの振る舞いに関する

質問項目の回答結果をもとに，選手が認知している自

身に対するチームメイトの関わり方を表す因子を抽出

するために因子分析を行った．これらのような青少年

スポーツにおけるチームメイト関連の尺度について

は，測定する年代や環境などによる特徴の違いや新た

な因子解釈の可能性も視野に入れた検討を重ねるべき

（Ntoumanis and Vazou., 2005） とされていることから，

前報 （平間，2012） と同一の項目および因子分析を用

いて検討した．なお，すべての因子分析は主因子法

（プロマックス回転） によって行い，その際，天井効果

並びにフロア効果，歪度1.0以上の項目の有無，α係

数による信頼性や因子構造のモデル適合度 （GFI・

AGFI） についても検討し，バートレット法により因

子得点を算出した．そして，以降の統計処理はこれら

の因子得点を用いて行った．

２）重回帰分析

チームメイト同士の関係や選手個人に対するチーム

メイトの振る舞いに関する因子が，熟達志向的雰囲

気，成績志向的雰囲気のそれぞれにどの程度の貢献度

で影響を与えているかを明らかにするために，変数増

加法による重回帰分析が行われた．チームメイト同士

の関係，選手個人に対するチームメイトの振る舞いを

説明変数とし，熟達・成績志向的動機づけ雰囲気を目

的変数としてそれぞれ分析を行った．

３）競技レベルおよび学年における比較

選手の競技レベルや学年によって，動機づけ雰囲気

知を測定するため，Seifriz et al. （1992） のオリジナル

版を伊藤 （1997） が翻訳，作成した，スポーツ用の動

機づけ雰囲気測定尺度 （Perceived Motivational Climate 

in Sport Questionnaire：PMCSQ） の日本語版を，若干

の修正を加えて使用した．修正内容としては，オリジ

ナルのPMCSQはバスケットボールチームを調査対象

としており，「バスケットボールについて新しい技術

を習得するために頑張って練習することが大切であ

る」という項目があるため，本質問項目では文頭の

「バスケットボールについて」という語句を削除した

ことである．この尺度は，能力を伸ばしたり，新しい

ことを理解し習得することを目的とする熟達雰囲気を

測定する10項目と，能力についてよい評価を得るこ

とや，否定的な評価を避けることを目的とする成績雰

囲気を測定する10項目の計20項目で構成された．調

査の実施に際しては，「あなたの所属する運動部全体

として，以下の項目がどれくらいあてはまりますか？」

と尋ね，回答は伊藤 （1997） の調査と同様，「非常にあ

てはまる （6点）」，「かなりあてはまる （5点）」，「や

やあてはまる （4点）」，「あまりあてはまらない （3

点）」，「かなりあてはまらない （2点）」，「全然あては

まらない （1点）」の6件法で求めた．

３）チームメイト同士の関係に関する質問項目

動機づけ雰囲気に影響を及ぼすと考えられるチーム

メイト同士の相互関係を把握するため，Ntoumanis 

and Vazou （2005） のチームメイトの動機づけ雰囲気測

定尺度 （Peer Motivational Climate in Youth Sport 

Questionnaire：Peer-MCYSQ） と，運動部員の動機づ

けに対する影響要因に関する調査 （伊藤，2001） を参

考にした前報 （平間，2012） と同じ質問項目を設定し

た．項目例としては，「他のチームメイトに上達する

ためのアドバイスを送っている」，「努力よりも才能が

大切と考えている」，「練習中はいつもチーム内の誰か

と競い合っている」など計40項目で構成された．調

査の実施に際しては，「あなたの部のチームメイトの

様子について，以下の項目がどれくらいあてはまりま

すか？」と尋ね，回答は 2） と同様の内容の 6件法で

求めた．

４）  選手個人に対するチームメイトの振る舞いに関す

る質問項目

選手個人に対するチームメイトの関わり方が動機づ

け雰囲気にどのような影響を及ぼすのかを調査するた

め，Vazou et al. （2005） のチームメイトの行動や発言

に関する定性的調査を参考にした前報 （平間，2012）

と同じ質問項目を設定した．項目例としては，「チー
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マックス回転） による因子分析を行ったところ，固有

値1.0以上で，因子負荷量0.40以上の「熟達雰囲気

（10項目）」と「成績雰囲気 （9項目）」から成る 2因子

を抽出した （表 1）．次に，それら 2つの下位尺度の信

頼性について，α係数により内的整合性を求めたとこ

ろ，「熟達雰囲気」はα＝ .88，「成績雰囲気」はα＝ 

.80という満足できる水準であった （表 1）．また，各

質問項目の 6件法による得点の平均値および標準偏差

については表 2に示す．そして，この動機づけ雰囲気

の2因子について検証的因子分析を行い因子構造の妥

当性を検証したところ，GFI＝ .992，AGFI＝ .984，

RMSEA＝ .049と，モデルの説明力やデータへの当て

はまりは良好であることが示された．

２）チームメイト同士の関係

チームメイト同士の関係に関する質問項目 （40項

目） の回答結果について主因子法 （プロマックス回転）

による因子分析を行った結果，6因子を抽出した．そ

の後，因子負荷量がいずれの因子にも0.40に満たない

項目や複数の項目に0.35以上の因子負荷量を示した 6

項目を除外し，残った34項目について再度主因子法

やチームメイト同士の関係，個人に対するチームメイ

トの振る舞いに関する因子得点に違いがみられるかど

うかを検証するため，各因子得点において一要因分散

分析を行った．有意差が認められた場合，Scheffe法

を用いて多重比較を行った．

４）統計分析ソフト

統計分析には統計ソフトStatView-J5.0が用いられ，

有意水準は5％に設定された．

．結　果

１．各測定尺度の因子分析結果

１）野球部の動機づけ雰囲気

野球部の動機づけ雰囲気に関する質問項目 （20項

目） の回答結果について主因子法 （プロマックス回転）

による因子分析を行った．なお，その際，天井効果並

びにフロア効果，歪度1.0以上の項目はみられなかっ

た．因子分析の結果，2因子を抽出した．その後，因

子負荷量がいずれの因子にも0.40に満たない 1項目を

除外し，残った19項目について再度主因子法 （プロ

表 1　動機づけ雰囲気因子分析の結果

No. 成績雰囲気
 （α＝ .80）

熟達雰囲気
（α＝ .88）

7. 他のチームメイトより上手であることが重要だ .81 －.02

10. 他の人よりもうまいことが大切である .80 －.08

4. なにごとも一番になることが重要である .74 －.02

3. 他チームを負かすことが重要である .67 －.02

6. あなたが他の人よりも優れているのを示すことが重要である .59 .04

1. 試合で他のチームメイトよりうまくプレーできた人は気分がよい .50 .10

2. 自分の才能を高く評価してもらうことが重要である .49 .01

9. 自分以外の人の成績をよく気にしている .45 －.15

5. 試合に出られるかどうかは個人に才能があるかどうかで決まる .41 －.24

17. ほしい技術を習得するためには努力が必要である .01 .84

12. 上達するために一所懸命に練習することが大切である .02 .79

14. 新しい技術を習得するために頑張って練習することが大切である .13 .78

13. 一所懸命に努力することは報われる －.05 .76

11. たとえミスをしたとしても努力し続けることが大切である .04 .75

19. 自分なりにベストをつくすことが大切である －.12 69

20. 失敗することも学習の一部と考えている －.05 .65

18. 自分達よりも強そうな相手でも向かっていく気持ちがある .03 .58

16. 試合の結果よりも試合の内容を大事にしている －.11 .55

15. 自分の弱点の克服にはげむことが大切だ －.13 .52

因子間相関 Ⅰ Ⅱ

Ⅰ － －.15

Ⅱ －

成績雰囲気： 能力について良い評価を得ることや，否定的な評価を避けることを目的とする．
熟達雰囲気： 能力を伸ばしたり，新しいことを理解し習得すること目的とする．
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合ってポジションを勝ち取り試合への出場機会を得た

りといった一般的な競い合いだけでなく，各々の練習

量にも “競争心” が表れているととらえることができ

るため「チーム内競争」とした．最後に第Ⅵ因子であ

るが，チームメイト同士の仲の良さや信頼関係といっ

た親和や，集団目標達成のために各選手が役割を全う

するという内容から「チームワーク」とした．なお，

「チーム適応感」と「上達の支援」および「チーム内

競争」，「チームワーク」に，低い正の因子間相関がみ

られた．また，それら 6つの下位尺度の信頼性につい

て，α係数により内的整合性を求めたところ，第Ⅰ因

子「上達の支援」はα＝ .85，第Ⅱ因子「個人能力主

義」はα＝ .80，第Ⅲ因子「チーム適応感」はα＝ .89，

第Ⅳ因子「ミスの非難」はα＝ .82，第Ⅴ因子「チー

ム内競争」はα＝ .73，第Ⅵ因子「チームワーク」は

α＝ .72であった （表 3）．そして，これらの 6因子に

ついて検証的因子分析を行い因子構造のモデル適合度

を検証したところ，GFI＝ .921，AGFI＝ .908，RMSEA

＝ .047であり，モデルの説明力やデータへの当てはま

りは保証されたといえる．

３）選手個人に対するチームメイトの振る舞い

選手個人に対するチームメイトの振る舞いに関する

質問項目 （20項目） への回答結果について主因子法

（プロマックス回転） による因子分析を行った結果，3

因子を抽出した．その後，因子負荷量がいずれの因子

（プロマックス回転） による因子分析を行ったところ，

固有値1.0以上で，因子負荷量0.40以上の解釈可能な

6因子を抽出した （表 3）．また，各質問項目の 6件法

による得点の平均値および標準偏差について表 4に示

す．

因子の内容を見ると，まず第Ⅰ因子には，プレー内

容に関するフィードバックを与えたり，他のチームメ

イトの技能向上を後押ししたり，仲間の長所や技術改

善を承認するといったような，チームメイトの上達を

促す内容であることから「上達の支援」とした．第Ⅱ

因子は，普段の練習を大切にせずにその才能に任せて

プレーしたり，チームとしてではなく個人としての成

功に価値を見出したりしているような，集団において

ふさわしくない態度が中心となっていることから「個

人能力主義」とした．続いて第Ⅲ因子は，チームの勝

利を第一に考え，自分よりもチームを優先して協力し

合い，部員全員の意思統一やチームの決まりごとを大

切にするといった，集団としてのまとまりを重視する

因子であることから，「チーム適応感」とした．第Ⅳ

因子については，ミスをしたチームメイトに対する否

定的な言動や態度がみられたり，仲間の荒探しが日常

化していたりするなど，特にミスに関するネガティブ

な内容が多いことから「ミスの非難」とした．第Ⅴ因

子は，日頃の練習から自らを高めるためにライバルと

切磋琢磨していたり，チームメイト同士互いに競い

表 2　動機づけ雰囲気に関する質問に対する回答の結果（ 6件法による得点）

No. 平均  標準偏差

7. 他のチームメイトより上手であることが重要だ 4.26 1.21

10. 他の人よりもうまいことが大切である 4.09 1.20

4. なにごとも一番になることが重要である 4.27 1.17

3. 他チームを負かすことが重要である 4.37 1.22

6. あなたが他の人よりも優れているのを示すことが重要である 4.08 1.29

1. 試合で他のチームメイトよりうまくプレーできた人は気分がよい 4.73 1.10

2. 自分の才能を高く評価してもらうことが重要である 4.41 1.10

9. 自分以外の人の成績をよく気にしている 3.66 1.35

5. 試合に出られるかどうかは個人に才能があるかどうかで決まる 3.43 1.32

17. ほしい技術を手に入れるためには努力が必要である 5.03 0.88

12. 上達するために一所懸命に練習することが大切である 5.04 0.83

14. 新しい技術を習得するために頑張って練習することが大切である 5.02 0.91

13. 一所懸命に努力することは報われる 4.94 1.02

11. たとえミスをしたとしても努力し続けることが大切である 4.92 0.92

19. 自分なりにベストをつくすことが大切である 4.88 0.93

20. 失敗することも学習の一部と考えている 5.04 0.92

18. 自分達よりも強そうな相手でも向かっていく気持ちがある 4.85 1.01

16. 試合の結果よりも試合の内容を大事にしている 4.43 1.17

15. 自分の弱点の克服にはげむことが大切だ 4.92 0.94
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表 3　チームメイト同士の関係因子分析の結果

No. 　 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ

2. 他のチームメイトに上達するためのアドバイスを送っている .89 .07 .05 .07 －.04 .05

1. 他のチームメイトに対し弱点を克服するように言っている .86 .07 .03 .03 －.12 －.13

4. 他のチームメイトに，プレーの良かったところや
悪かったところを教えている

.84 .09 －.10 －.02 －.00 .06

3. 上達したチームメイトがいたらほめている .70 －.02 .06 .02 －.08 －.03

24. チームメイトがミスした場合，どうすれば良くなるか教え合っている .57 .06 －.03 .05 .18 －.14

5. みんなの意見を大切にしている .51 －.06 .11 .01 －.11 .03

31. チーム内の誰かと比べて上手ければ，それで満足している .00 .83 .14 －.08 .01 －.02

32. いつもチーム内の誰かと能力を比べている .23 .79 .05 －.12 .25 －.22

33. 自分が上手くできるときは，それをみせつけようとしている .06 .76 .15 .05 .11 －.14

36. 努力よりも才能が大切と考えている －.02 .70 .09 .28 －.14 .13

35. 試合のときだけ頑張っている .04 .67 －.08 .11 －.17 .16

34. 才能のあるチームメイトは練習の手抜きをする .10 .64 －.12 －.19 .04 －.11

28. ライバルのミスを喜んでいる －.19 .46 .03 .00 .15 －.15

22. チームで決めたことはみんな守るようにしている .15 .03 .82 .08 .02 .10

17. みんな練習の手を抜かずに頑張っている .16 .14 .78 －.12 －.10 －.06

21. 新しいことを覚えるときは協力し合っている .20 －.08 .74 .03 －.03 .00

18. 練習や試合中，あきらめず頑張り続けるよう声をかけ合っている －.01 .18 .65 －.07 .18 －.01

20. 面倒なことを誰かに押しつけたりせず，協力して行っている －.03 －.16 .63 －.05 －.05 .20

19. みんな助け合って練習している .10 .04 .61 .12 .17 .14

13. みんなの気持ちがひとつになることを大事にしている .18 －.06 .58 －.07 .10 .15

12. 自分の都合よりもチームの都合を優先している .00 .00 .50 －.18 .02 .08

14. チームの勝利を第一に考えている －.10 .03 .42 －.17 .07 .17

38. 他のチームメイトが落ち込むような発言をしている .00 －.02 －.06 .80 －.05 .01

39. 他のチームメイトの弱点ばかり探している .05 －.03 －.02 .80 －.10 －.00

37. お互いのまずいプレーをけなし合っている .13 .00 .03 .79 －.13 .09

27. ミスをしたチームメイトをからかっている －.09 .27 －.10 .68 .14 .06

29. 試合に出るためにお互いに競い合っている .01 .14 －.03 －.07 .78 .02

30. 練習中はいつもチーム内の誰かと競い合っている .10 －.20 .01 －.01 .70 －.01

15. 才能よりも努力が大切と考えている .04 －.28 .16 .00 .66 －.03

16. 努力する姿を周りに見せている .00 .13 .19 .12 .52 －.16

9. みんな仲が良い －.04 －.04 .15 －.11 －.10 .77

10. お互いに信頼し合っている .02 .03 .20 －.04 －.09 .75

7. チームメイトの全員に役割がある .10 .01 －.08 .08 .22 .61

8. 部をやめそうなチームメイトがいたらひきとめる .25 .06 .00 －.24 －.01 .47

　 因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ

　 Ⅰ － .03 .31 －.01 .18 .16

Ⅱ － －.01 .10 －.07 .03

Ⅲ － －.02 .27 .30

Ⅳ － －.05 －.19

Ⅴ － .06

Ⅵ －

Ⅰ：「上達の支援」(α＝ .85)
Ⅱ：「個人能力主義」(α＝ .80)
Ⅲ：「チーム適応感」(α＝ .89)
Ⅳ：「ミスの非難」(α＝ .82)
Ⅴ：「チーム内競争」(α＝ .73)
Ⅵ：「チームワーク」(α＝ .72)
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努力の過程ではなく結果の優劣のみで評価されたりす

るといったような，チームメイトからの承認が得られ

ない状況を表していることから，「チームメイトから

の否認」とした．第Ⅲ因子は，チームメイトから自分

の努力や上達過程，選手としての特徴を認められ，ミ

スにも肯定的な態度をとってもらえるという，仲間か

ら実力や姿勢，存在そのものを認められていることを

基盤として成り立つと解釈できる内容であることか

ら，「チームメイトからの承認」とした．なお，「チー

ムメイトからの激励･支援」と「チームメイトからの

承認」に中程度の正の因子間相関がみられた．また，

それら3つの下位尺度の信頼性について，α係数によ

にも0.40に満たない項目や複数の項目に0.35以上の因

子負荷量を示した5項目を除外し，残った15項目につ

いて再度主因子法 （プロマックス回転） による因子分

析を行ったところ，固有値1.0以上で，因子負荷量

0.40以上の解釈可能な 3因子を抽出した （表 5）．ま

た，各質問項目の 6件法による得点の平均値および標

準偏差について表 6に示す．

因子の内容を見ると，まず第Ⅰ因子には仲間の運動

学習の補助やミスへの励ましといった要素が含まれて

いることから，「チームメイトからの激励･支援」と

した．第Ⅱ因子については，チームメイトから短所を

強調されたり，意気消沈するような発言をされたり，

表 4　チームメイト同士の関係に関する質問に対する回答の結果（ 6件法による得点）

No. 　 平均 標準偏差

2. 他のチームメイトに上達するためのアドバイスを送っている 3.95 1.23

1. 他のチームメイトに対し弱点を克服するように言っている 3.83 1.18

4. 他のチームメイトに，プレーの良かったところや悪かったところを教えている 4.16 1.20

3. 上達したチームメイトがいたらほめている 4.45 1.07

24. チームメイトがミスした場合，どうすれば良くなるか教え合っている 4.21 1.07

5. みんなの意見を大切にしている 4.80 1.02

31. チーム内の誰かと比べて上手ければ，それで満足している 2.93 1.24

32. いつもチーム内の誰かと能力を比べている 3.58 1.32

33. 自分が上手くできるときは，それをみせつけようとしている 3.40 1.23

36. 努力よりも才能が大切と考えている 2.79 1.31

35. 試合のときだけ頑張っている 2.49 1.33

34. 才能のあるチームメイトは練習の手抜きをする 2.93 1.34

28. ライバルのミスを喜んでいる 2.84 1.33

22. チームで決めたことはみんな守るようにしている 4.51 1.16

17. みんな練習の手を抜かずに頑張っている 3.94 1.13

21. 新しいことを覚えるときは協力し合っている 4.28 1.09

18. 練習や試合中，あきらめず頑張り続けるよう声をかけ合っている 4.27 1.11

20. 面倒なことを誰かに押しつけたりせず，協力して行っている 4.08 1.07

19. みんな助け合って練習している 4.36 1.10

13. みんなの気持ちがひとつになることを大事にしている 4.73 1.10

12. 自分の都合よりもチームの都合を優先している 4.22 1.08

14. チームの勝利を第一に考えている 4.74 1.13

38. 他のチームメイトが落ち込むような発言をしている 2.62 1.29

39. 他のチームメイトの弱点ばかり探している 2.60 1.29

37. お互いのまずいプレーをけなし合っている 2.69 1.28

27. ミスをしたチームメイトをからかっている 2.94 1.42

29. 試合に出るためにお互いに競い合っている 4.45 1.27

30. 練習中はいつもチーム内の誰かと競い合っている 4.31 1.31

15. 才能よりも努力が大切と考えている 4.59 1.20

16. 努力する姿を周りに見せている 3.53 1.20

9. みんな仲が良い 4.77 1.12

10. お互いに信頼し合っている 4.45 1.13

7. チームメイトの全員に役割がある 4.65 1.17

8. 部をやめそうなチームメイトがいたらひきとめる 4.23 1.32
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あった （表 5）．そして，これらの 3因子について検証

的因子分析を行い因子構造の妥当性を検証したとこ

ろ，GFI＝ .948，AGFI＝ .933であり，モデルの説明力

やデータへの当てはまりは保証されたといえる．

り内的整合性を求めたところ，第Ⅰ因子「チームメイ

トからの激励･支援」はα＝ .89，第Ⅱ因子「チームメ

イトからの否認」はα＝ .84，第Ⅲ因子「チームメイ

トからの承認」はα＝ .78という満足できる水準で

表 5　選手個人に対するチームメイトの振る舞い因子分析の結果

No. 　 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

1. あなたが上達したときチームメイトはほめてくれる .89 .02 .01

2. チームメイトは，あなたが上達するためのアドバイスを送ってくれる .85 －.04 －.16

3. 話し合いの場などで，チームメイトはあなたの意見も大事にしてくれる .80 .00 .02

7. チームメイトと協力し合って練習している .78 －.21 .06

4. チームメイトはあなたの長所を見つけてくれる .72 .08 .27

5. チームメイトとの間に信頼関係がある .64 －.22 .14

13. チームメイトは，あなたがミスしたときはげましてくれる .58 －.10 .29

16. あなたがミスをしたときチームメイトはあなたを責める .08 .87 .15

20. チームメイトはあなたが落ち込むような発言をする －.19 .86 －.03

19. チームメイトはあなたの弱点ばかり見ている .18 .75 －.07

18. チームメイトは結果ばかりを見て，あなたの努力は見てくれない －.02 .72 －.00

17. あなたはよく他のチームメイトと比べられる －.01 .61 .09

14. あなたのプレースタイルをチームメイトは認めてくれている .03 －.01 .86

9. あなたが一所懸命に努力したことをチームメイトは認めてくれる .30 .06 .56

11. あなたがミスしたとき，チームメイトはもっと頑張るように言ってくれる .11 －.08 .49

　 因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

　 Ⅰ － －.15 .49

Ⅱ － －.18

Ⅲ －

Ⅰ：チームメイトからの激励･支援（α＝ .89）
Ⅱ：チームメイトからの否認（α＝ .84）
Ⅲ：チームメイトからの承認（α＝ .78）

表 6　選手個人に対するチームメイトの振る舞いに関する質問に対する回答の結果（ 6件法による得点）

No. 　 平均 標準偏差

1. あなたが上達したときチームメイトはほめてくれる 4.38 1.02

2. チームメイトは，あなたが上達するためのアドバイスを送ってくれる 4.51 1.06

3. 話し合いの場などで，チームメイトはあなたの意見も大事にしてくれる 4.30 1.02

7. チームメイトと協力し合って練習している 4.63 1.01

4. チームメイトはあなたの長所を見つけてくれる 4.33 0.97

5. チームメイトとの間に信頼関係がある 4.62 0.94

13. チームメイトは，あなたがミスしたときはげましてくれる 4.42 1.02

16. あなたがミスをしたときチームメイトはあなたを責める 3.07 1.22

20. チームメイトはあなたが落ち込むような発言をする 2.65 1.37

19. チームメイトはあなたの弱点ばかり見ている 2.78 1.22

18. チームメイトは結果ばかりを見て，あなたの努力は見てくれない 2.82 1.17

17. あなたはよく他のチームメイトと比べられる 3.26 1.32

14. あなたのプレースタイルをチームメイトは認めてくれている 4.17 1.10

9. あなたが一所懸命に努力したことをチームメイトは認めてくれる 4.38 0.95

11. あなたがミスしたとき，チームメイトはもっと頑張るように言ってくれる 4.48 1.00
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３）  動機づけ雰囲気およびチームメイト要因の競技レ

ベルにおける比較

本研究における調査対象者の競技レベルについて，

Vazou et al （2005） や菊池ほか （2010） の研究を参考

に，選手の大会参加経験をもとに群分けを行った．全

国大会出場経験者をレベル高群 （111名），全国大会に

は出場していない全道大会 （県大会） 出場経験者をレ

ベル中群 （159名），全国大会，全道大会 （県大会） い

ずれにも出場していない者をレベル低群 （115名） と

し，分析を試みた．3群の動機づけ雰囲気やチームメ

イト同士の関係，選手個人に対するチームメイトの影

響に関する因子得点において一要因分散分析を行った

結果，レベル低群に比べてレベル高群の「熟達雰囲

気」因子得点が有意に高かった （表 9）．なお，チー

ムメイト同士の関係および選手個人に対するチームメ

イトの影響に関する因子得点ついては，「チーム内競

争」において有意傾向ながらレベル高群がレベル低群

を上回った他は，特に統計上有意な差はみられなかっ

た．

４）  動機づけ雰囲気およびチームメイト要因の学年に

おける比較

選手の学年によって，動機づけ雰囲気やチームメイ

ト同士の関係，選手個人に対するチームメイトの振る

２．動機づけ雰囲気とチームメイト要因との関係

１）  チームメイト同士の関係が動機づけ雰囲気に及ぼ

す影響

チームメイト同士の関係因子が，動機づけ雰囲気に

対しどの程度の貢献度で影響を与えているかを検討す

るため，重回帰分析を行った．チームメイト同士の関

係を説明変数とし，動機づけ雰囲気の 2つの下位尺度

（熟達・成績） をそれぞれ目的変数として分析を行っ

た結果，熟達雰囲気は第Ⅲ因子「チーム適応感」およ

び第Ⅴ因子「チーム内競争」から有意に影響を受けて

おり，成績雰囲気は第Ⅱ因子「個人能力主義」から有

意に影響を受けていた （表 7）．

２）  選手個人に対するチームメイトの振る舞いが動機

づけに及ぼす影響

個人に対するチームメイトの振る舞い因子が，動機

づけ雰囲気に対しどの程度の貢献度で影響を与えてい

るかを検討するため，重回帰分析を行った．個人に対

するチームメイトの影響を説明変数とし，動機づけ雰

囲気の 2つの下位尺度 （熟達・成績） をそれぞれ目的

変数として分析を行った結果，熟達雰囲気については

第Ⅰ因子「チームメイトからの激励・支援」，成績雰

囲気については第Ⅱ因子「チームメイトからの否認」

から有意な正の影響を受けていた （表 8）．

表 7　動機づけ雰囲気への「チームメイト同士の関係因子」の影響（重回帰分析結果）

説明変数 目的変数

チームメイト同士の関係因子
熟達雰囲気 成績雰囲気

標準回帰係数（回帰係数，t 値）

Ⅰ．上達の支援  .01（.01，.01）  .05（.05，.84）

Ⅱ．個人能力主義 －.02（－.02，－.39）  .35**（.36，5.59）

Ⅲ．チーム適応感  .41**（.40，4.92）  .20（.20，2.33）

Ⅳ．ミスの非難 －.10（－.10，－1.64）  .08（.08，1.26）

Ⅴ．チーム内競争  .37*（.36，3.83）  .12（.13，2.03）

Ⅵ．チームワーク －.06（－.06，－.99）  .01（.01，.14）

**p<.01　*p<.05

表 8　動機づけ雰囲気への「選手個人に対するチームメイトの振る舞い因子」の影響（重回帰分析結果）

説明変数 目的変数

個人に対するチームメイトの影響因子
熟達雰囲気 成績雰囲気

標準回帰係数（回帰係数，t値）

Ⅰ．チームメイトからの激励・支援  .30*（.31，3.62） －.06（－.06，－.68）

Ⅱ．チームメイトからの否認 －.10（－.10，－1.87）  .23*（.23，4.20）

Ⅲ．チームメイトからの承認  .08（.08，.94）  .06（.07，.70）

**p<.01　*p<.05
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であることからも，チームメイト同士の教え合いは自

然発生すると考えられる．第Ⅱ因子「個人能力主義」

は，他者との相対的な比較において優れてさえいれば

満足し，上手にプレーするところを周囲に示したいと

いう志向を持つ点で，優越動機や顕示動機といった社

会的動機と関連する．これらは，一般的にスポーツが

公にさらされやすいことからうなずける内容である

が，同時に努力の軽視やライバルの脱落願望が垣間見

える点で，望ましい状況とは言い難い．第Ⅲ因子

「チーム適応感」は，“自分はチームの一員である” と

いう自覚から生まれる要素であると思われる．これ

は，Markus and Kitayama （1991） が「東洋人の多くは

自分にとって価値ある社会関係を見出し，自身をその

重要な一部と認識し，周囲からもそう認識されること

を目標とする自己観を持つ」としているように，日本

人には一体感や連帯感を大切にする意識が生まれやす

く，特に我が国の学校教育における部活動としての歴

史が長い （尼崎・清水，2008） 野球において，活動の軸

となってきた可能性がある．第Ⅳ因子「ミスの非難」

は，チームメイト同士の誹謗中傷があったり，ミスを

した仲間を嘲笑の的にしたりするなど，運動部活動に

限らず，一集団にとって好ましい状態ではない．こう

いった態度は個人，集団を問わず動機づけに悪影響を

及ぼすだろう．また，この因子は大学生への調査 （平

間，2012） では抽出されなかった因子で，本調査対象

の選手は，チームメイト同士の関係の中で，仲間のミ

スへの反応を他の行動と区別して認識していると考え

られる．第Ⅴ因子「チーム内競争」については，項目

内容を見ると，チームメイトとの競い合いと努力が同

居しており，個人の才能を相対比較するような競争で

舞いに関する因子得点に違いがみられるかどうかを検

証するため，選手を 1年生 （131名），2年生 （134名），

3年生 （124名） の 3群に分け，各因子得点において一

要因分散分析を行った．その結果，1，3年生に比べて

2年生の 「チーム内競争」 得点が有意に高かった （表10）．

．考　察

１．動機づけ雰囲気とチームメイト要因

１）野球部の動機づけ雰囲気

動機づけ雰囲気は，Ames and Archer （1988） や伊藤

（1997） によって，熟達雰囲気 （mastery climate） と成

績雰囲気 （performance climate） の 2因子が想定されて

おり，多くの先行研究 （Seifriz et al., 1992; Walling et 

al., 1993; Papaioannou, 1994; 伊藤，1997） において，そ

の信頼性や妥当性が確認されてきた．そして，野球部

を対象とした平間 （2012） の研究や本研究において

も，同様の 2因子を抽出できたことは，上記の先行研

究を支持する結果といえる．また，それぞれの因子に

ついて，熟達雰囲気は「努力や学習」に，成績雰囲気

は「他者より高い成績」に価値を置くという，Ames 

and Archer （1988） の報告と同様の特徴が表れている．

２）チームメイト同士の関係

チームメイト同士の関係についての因子分析では，質

問項目設定の際に参考にしたPeer-MCYSQ （Ntoumanis 

and Vazou., 2005） と同様に 6因子が抽出された．

まず，第Ⅰ因子「上達の支援」は，試合よりも日々

の練習に費やす時間の方が長い高校野球の選手にとっ

て，“上達すること” は主要な目的となりやすく，技

能習得はスポーツを行う楽しさのひとつ （和田，1988）

表 9　競技レベル別「動機づけ雰囲気」因子得点の比較

動機づけ雰囲気因子 自由度 平方和 平均平方 F 値 p 多重比較

Ⅰ．熟達雰囲気 2 5.30 2.65 3.18 <.05 レベル低<レベル高

Ⅱ．成績雰囲気 2 3.78 1.89 1.06 ns ns

表10　学年別「チームメイト同士の関係因子」得点の比較

チームメイト同士の関係因子 自由度 平方和 平均平方 F 値 p 多重比較

Ⅰ．上達の支援 2  .38  .19  .20 ns ns

Ⅱ．個人能力主義 2 4.45 2.22 2.27 ns ns

Ⅲ．チーム適応感 2 4.82 2.41 2.33 ns ns

Ⅳ．ミスの非難 2 3.02 1.51 1.70 ns ns

Ⅴ．チーム内競争 2 10.66 5.33 6.50 <.05 1，3年生<2年生

Ⅵ．チームワーク 2 3.66 1.83 1.99 ns ns
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（1992） も，選手がミスなどで自身の力不足を感じる

時に，仲間からの励ましや協力を得て上達に結びつけ

ることで，成功を協調やチームワークに帰属する信念

を持ちやすいとしており，この因子の重要性が窺え

る．対照的に，第Ⅱ因子「チームメイトからの否認」

は，選手にとってネガティブな内容が並んでいる．こ

のような，ミスに対する仲間からの非難や，ミスに基

づく能力評価は，Ames （1992） やNewton et al （2000）

も指摘するように，アスリートの能力認知や動機づけ

を不安定なものにしてしまうと考えられる．そして，

第Ⅲ因子「チームメイトからの承認」は，チームメイ

トから自分のプレースタイルや努力が認められている

といった内容であるが，こういった仲間からの承認

は，スポーツ場面における青少年の動機づけや自己認

識に対し，努力の喚起やパフォーマンス不安の低減と

いった好影響を及ぼすことが示唆されている （Vazou 

et al., 2005）．また，選手が賞賛や評価の基準をチー

ムメイトに求めるというスポーツ集団の特徴 （Ames., 

1992; Weiss and Duncan., 1992） も，この因子には含ま

れていると思われる．

また，「チームメイトからの激励・支援」と「チー

ムメイトからの承認」との因子間相関からは，選手個

人がチームメイトから理解や尊重，激励や援助といっ

たソーシャルサポート （土屋・中込，1994） を受けて

いる様子が窺える．

２.  チームメイト同士の関係および選手個人に対する

チームメイトの振る舞いの影響

１）  「チーム適応感」および「チーム内競争」，「個人

能力主義」

熟達雰囲気は「チーム適応感」と「チーム内競争」

から，成績雰囲気は「個人能力主義」から有意な正の

影響を受けていたことから，本調査においても大学生

への調査 （平間，2012） と同様に，“チームメイト同士

の関係” の一部が選手の動機づけ雰囲気に対して影響

を及ぼすことが分かった．なかでも「チーム適応感」

は，高校，大学生に共通して有意に熟達雰囲気に影響

を与えており， Deci & Ryan （2000） やVallerand （2001）

も，集団に属している感覚や他者から受け入れられた

いという願望が，熟達雰囲気にとって重要な因子であ

ることを明確にしている．よって，「チーム適応感」

のようなチームメイト関係は，野球チームの技能向上

や努力を重視する雰囲気を促進する際のキーポイント

となるだろう．一方の「個人能力主義」は高校，大学

生ともに成績雰囲気に対し正の有意な影響を及ぼして

はなく，他者との競争によって自分を高めていこうと

いう切磋琢磨の意識や，常に競い合うライバルが存在

するという状況が伝わる内容であり，「いつもチーム

内の誰かと能力を比べている」などの項目は含まれて

いない．これは，我が国の中学・高校運動部活動にお

けるメンバー間の競争には，欧米諸国のような他者と

の明確な能力比較をする成績志向的なものは現れにく

いとした藤田・松永 （2009） や早乙女ほか （2011） の先

行研究結果を支持するものである．よって，本調査対

象の高校野球部においても，中高生の運動部活動特有

の競争の仕方が表れたと考えられる．最後に第Ⅵ因子

「チームワーク」は，「チームの課題遂行や目標達成の

ための協働作業やメンバー間の相互作用，メンバーに

よる役割や能力に関する知識の共有，メンバー同士の

信頼感や安心感，チームのまとまり （凝集性） といっ

た行動的および心理的側面を併せ持つ概念」（山口，

2008； 池田，2009） とされ，本調査においても，各選

手の役割の自覚やチームにメンバーを引き付ける要素

が含まれていることがわかる．

「チーム適応感」について，「上達の支援」および

「チーム内競争」，「チームワーク」の 3因子それぞれ

と相関がみられた．まず，「上達の支援」との相関に

ついては，選手たちが自分だけが成長すれば良いと考

えるのではなく，チーム全体のスキルアップを目指す

ような「チーム適応感」が高まれば，技能習得につま

ずくチームメイトの上達をサポートする活動が増えて

いくと思われる．次に，「チーム内競争」との相関関

係は，仲間から受容され集団に所属しているという意

識の高まりが努力の継続につながり （岡沢ほか，

1996），それによって仲間との切磋琢磨が促される状

況を示していると考えられる．そして，「チームワー

ク」との関係から，チームワークの基盤として山口

（2008） が示す「規範の共有」や河津ほか （2009） が挙

げた「凝集性」 （チームのまとまりの良さ） などの要素

を含む「チーム適応感」は，チームワーク向上の一要

素といえる．

３）選手個人に対するチームメイトの振る舞い

選手個人に対するチームメイトの関わり方について

の因子分析では，本調査対象の野球部における選手個

人へのチームメイトの振る舞いについて 3因子を抽出

した．結果としては平間 （2012） とほぼ同様の因子構

造となった．

まず第Ⅰ因子「チームメイトからの激励･支援」

は，部活動における主要目的のひとつであるスキル向

上に不可欠な要素と考えられる．Duda and Nicholls
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ら，成績雰囲気は「チームメイトからの否認」から有

意な影響を受けており，“選手個人に対するチームメ

イトの振る舞い” も動機づけ雰囲気に一定の影響を及

ぼしているといえる．このことから，チームメイトか

らのエールや手助けが熟達雰囲気を，チームメイトか

ら認めてもらえない状況が成績雰囲気をそれぞれ助長

することが推測できる．動機づけ雰囲気とチームメイ

トの振る舞いに関するこのような関連は前報 （平間，

2012） においても確認されており，熟達，成績それぞ

れの雰囲気の促進要因がより明確になったといえる．

３）競技レベルによる動機づけ雰囲気の違い

大会への参加経験をもとに選手を群分けし比較した

結果，「熟達雰囲気」因子得点において，レベル高群

（全国大会出場経験者） がレベル低群 （全国大会・全道

（県） 大会いずれも未出場者） を上回った．このことか

ら，チーム構成員の心理的な状態が顕著に競技成績に

表れやすいことが想定される高校野球 （尼崎・清水，

2008） においては，勝敗や能力の優劣に重点を置く成

績雰囲気よりも熟達雰囲気の促進を目指す方が，結果

的に競技成績の向上が期待できる．また，「チーム内

競争」において，有意傾向ながらレベル高群が高い因

子得点を示した．全国大会へ出場するような強豪校と

もなれば部員数も多いため，必然的に試合への出場機

会を求めてメンバー同士の競い合いが激化することは

容易に予想できるが，そのような状況下においても

チームの動機づけ雰囲気を成績ではなく熟達へと導く

ことが，チームが高い競技レベルへと達するために重

要であると考えられる．ただし，本調査対象者の競技

レベルの範囲が限定的だったことや，レギュラーと非

いた．したがって，「チーム適応感」は熟達志向を，

「個人能力主義」は成績志向を強める代表的な因子と

いえる．ところで，「チーム内競争」の熟達雰囲気へ

の正の影響は，大学生にはみられなかった特徴である

（図 1）．通常，集団内の競争は成績雰囲気を促進する

とされる （Ames., 1992; Vazou et al., 2005） が，本研究

において，「チーム内競争」に努力を重視する項目が

含まれたように，結果よりも練習量や練習への取り組

み姿勢といった過程が重んじられることの多い高校野

球部活動では，選手は互いのパフォーマンスだけでは

なく努力の程度についても競い合いやすいと考えられ

る．先行研究においても，藤田・松永 （2009） が，中

高生を対象にチームメイトによる競争が自律性への欲

求に正の影響を及ぼすことを示し，伊藤 （1996，2001）

が，高校生を対象に競争がチームへの適応やモラール

を高めることを明らかにした上で，運動部の適切な指

導として選手同士の向上を目的とした競争的環境の整

備の重要性を説いている．このように，高校運動部活

動において競争は重要な要素の 1つであるといえ，本

研究における「チーム内競争」因子が熟達雰囲気に有

意な影響を及ぼしていたこともうなずける．そして，

これらのことを加味すると，部員数や技能水準によっ

て違いがあるため，高校野球全体にいえるとは限らな

いが，少なくとも本調査対象の高校では競争とチーム

の一体感を大切にする姿勢が同居しているというのが

実状のようである．

２）  「チームメイトからの激励・支援」と「チームメ

イトからの否認」

熟達雰囲気は「チームメイトからの激励・支援」か

.41

.37

.35

.29

.22

.33

( 2012)

図 1　チームメイト要因が動機づけ雰囲気に及ぼす影響（高校･大学の違い）
※大学野球選手への調査（平間，2012）結果をもとに筆者作図（数値は標準回帰係数）
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トからの激励・支援」が熟達雰囲気に強く影響してい

たことから，“チームの一員である” という自覚を持

ち，連帯感やチームのまとまりを大切にする「チーム

適応感」および，パフォーマンスだけではなく，努力

の程度も含めた「チーム内競争」，味方へのポジティ

ブな声掛けやサポートといった「チームメイトからの

激励・支援」の熟達雰囲気形成，促進における意義が

見出せる．

「個人能力主義」が成績雰囲気に有意に影響してい

たことについては，先行研究 （Ames., 1992; Duda and 

Hall., 2001; Nicholls., 1984） によって，個人のパフォー

マンスにおける規範的能力の重視は，成績志向的雰囲

気の特徴として定義され，平間 （2012） も同様の結果

を示している通り，チームメイトたちが選手同士の協

調や努力よりも個人的な能力を重視している傾向があ

る場合，成績雰囲気が強まると推測できる．また，仲

間からの否定的な言動が成績雰囲気を誘発すると

Vazou et al. （2005） も指摘するように，自身のチーム

における存在意義が見出せない「チームメイトからの

否認」のような状況も成績雰囲気を促進してしまうと

考えられる．

競技レベル高群が低群よりも有意に高い「熟達雰囲

気」因子得点であったことについては，限定的な結果

ではあるものの，競技成績の高さと熟達雰囲気が結び

ついた一例といえる．このことは，近年問題視されて

いる勝利至上主義から脱却しつつも，選手がスポーツ

に熱中する要因すなわちスポーツの本質のひとつであ

る勝利追求 （岡端，2001） を目指す上でのヒントとな

ると考えられる．つまり，スポーツ集団にとって望ま

しいとされる熟達雰囲気の形成を促すことは，同時に

競技成績の向上にも一役買うことが期待できる．加え

て，「チーム適応感」と共通点の多い集団凝集性 （選

手のチームへの所属意識の強さや所属価値の認知程

度） と試合成績との間の正の関係を発見した阿江

（1985） や，「未解明な部分も多い」としながらも，集

団凝集性がチームパフォーマンスの予測に関わる要因

のひとつであるという内田ほか （2011） の報告から，

「チーム適応感」も競技成績の向上に関わっていると

考えられる．

2年生が 1，3年生よりも有意に高い「チーム内競

争」因子得点であったことについては，上述のように

中堅学年においてレギュラー争いが活発化し得ること

に加えて，運動部員の部活動ドロップアウト防止のた

めに，1，2年生時に起こりやすいチームメイトとの競

い合いや軋轢など人間関係に関する障壁 （和，遠藤，

レギュラーの区別をしていないことを考慮すると，今

後は，さらに広い範囲での調査や選手のチームにおけ

る立場などを踏まえた分析が必要になってくると考え

られる．

４）学年によるチームメイト要因の違い

「チーム内競争」因子得点において，1，3年生より

2年生が有意に高い結果となった．一般的なチーム形

成過程について考えると，チームへの所属期間が最も

短く，メンバー同士の交流が上級生ほど活発ではない

と思われる 1年生や，既に長い時間をチームで過ご

し，チームやメンバーへの愛着を感じていたり秩序が

出来上がっていたりする 3年生と比較すると，2年生

は，レギュラー争いなどを含めたチーム内での地位の

競い合いや，役割分担の明確化の途上にあることが多

いため，「チーム内競争」因子得点が高かったと考え

られる．しかしながら，チーム内における競争は必ず

しも同じ学年内で起こるとは限らず，競技レベルに

よっては最終学年である 3年生の競争心が最も高まる

可能性もあるため，学年別のレギュラー，非レギュ

ラーの比率などを加味し，今後も検討を継続する必要

がある．

３．全体的考察および結論

本研究の目的は，高校野球部の動機づけ雰囲気に対

しチームメイトが与える影響について，他の年代との

違いも考察しながら検討することにより，動機づけ雰

囲気とチームメイト要因との関連についてより深い知

見を得ることであった．磯貝 （2013） が，今後はチー

ムメイトをはじめとした周囲の人たちとの感情的関係

を視野に入れた動機づけ研究が必要であると述べたよ

うに，本研究がその一助となり，チームコーチングの

発展に資することを期待する．

本研究では主に以下 4つの結果が得られた．

（1）  熟達雰囲気に強く影響を及ぼしていたチームメ

イト要因は「チーム適応感」，「チーム内競

争」，「チームメイトからの激励・支援」であっ

た．

（2）  成績雰囲気に有意な影響を及ぼしていたのは

「個人能力主義」，「チームメイトからの否認」

であった．

（3）  「熟達雰囲気」因子得点においては競技レベル

高群が低群を大きく上回った．

（4）  「チーム内競争」因子得点においては 2年生が

1，3年生よりも有意に高かった．

「チーム適応感」や「チーム内競争」，「チームメイ
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大石，2011） を乗り越える必要があり，その後，中堅

学年から最上級学年にかけて協調性が高まってくるこ

と （荒井，2011） を考慮すれば，チーム内競争の高ま

りはチームの形成・成熟過程における必須課題といえ

るかもしれない． 

したがって，結論としては，熟達雰囲気と関連の強

い「チーム適応感」や「チーム内競争」を促進する

コーチングは，高校野球部の熟達雰囲気の醸成や競技

成績の向上にとって有益なアプローチとなり得るとい

える．

４．今後の課題

以上のように，本研究における高校野球部の動機づ

け雰囲気に影響を及ぼすいくつかのチームメイト要因

が明らかにされたが，いくつかの課題も見つかった．

まず，本研究におけるチームメイト要因の中で，大

学生においてはみられなかった，「チーム内競争」因

子の熟達雰囲気への有意な影響が確認されたが，これ

は，早乙女ほか （2011） や伊藤 （1996，2001） の先行研

究を挙げて考察したように，我が国の高校運動部活動

においてメンバー間の競争が促される指導が行われて

いることも原因の 1つと考えられる．よって，今後は

「チーム内競争」の促進が指導者によるものなのか，

チームメイトによるものなのかについて明確に区別し

た上で，動機づけ雰囲気との関連を検討していくこ

と．そして，チームメイト要因に関して，学年差や大

学生との相違が生じたことから，それらの原因解明の

ために縦断的研究が重要になってくること．また，今

回は「大会への参加経験」だけを基準にした競技レベ

ル比較だったため，今後はさらに競技レベルの範囲を

拡大したり，レギュラーと非レギュラーを区別するな

どして調査を行うこと．以上，主に 3点の課題解決が

求められる．
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